
 

４ シンポジウム【令和 6年度 地域ケア研究会（於：但馬長寿の郷）にて開催】 

どうなる社会保障～人口減少社会における人材確保～ 

 

話題提供 

生産年齢人口の減少と人材確保 

 但馬長寿の郷 地域ケア課  

減りゆく但馬の人口と懸念される人材不足 

 日本は人口減少社会を迎えている。その

中でも但馬地域は著しく人口減少してい

る。今後、概ね 2040年まで 85歳人口は減

らないが生産年齢人口は現在の半数以下と

なる。 

85歳以上になると要介護認定率は上が

るため、今後も要介護認定者数が増加する

市町もある一方、働き手の元となる世代の

人口が減る。介護や医療現場の人材を確保

できるか強く懸念される。 

 

ある市町の医療福祉従事者数推計をみる

と、従事者数がすごく減ることもわかって

いる。

 

その一方、要介護認定者数はほとんど減

らない。減る市町でも１割減少程度にとど

まる。 

 

 

要介護認定率も経年的に下がっている訳

ではない。2040年に向け、認定率を下げ

る取組も重要となってくる。 

 

 

外国人介護人材の限界 

外国人介護人材の受け入れも行っている

が、受入制度によっては一定期間後、帰国

する人材もいる。そのため、介護人材が必

ずしも定着する訳ではない。 
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毎年、外国人介護人材が供給できる仕組

みができれば良いが、現場での教育体制を

整える負担もある。そのため、外国人人材

だけに頼る怖さもあるのではないか。 

 

 

新たな働き手の開拓 

年代別の労働力率（働いている人の割

合）を見ると、60代から退職して、仕事

をしていない人の割合が増える。60代は

まだまだ元気な人が多い。その年代の人に

介護現場の周辺業務などに協力してもらう

体制を作る必要も示唆される。 

可能性としては長期休暇の学生も戦力に

なるかもしれない。今までの新卒・正規雇

用を行うだけではなく、元気高齢者や学生

を含めた多様な人材の導入や短時間勤務、

業務分担など、多様な働き方を導入しなけ

れば介護現場のマンパワーを確保できない

はず。 

 

今回のシンポジストには、ひょうごケ

ア・アシスタント、多様な人材をリクルー

トして利用者へのケアに反映している取り

組み、求職者目線で介護の業界をどう見て

いるのか話してもらう。 
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